
建
設
業
に
お
け
る
労
働
災
害

は
、
関
係
者
の
熱
意
と
日
々
の

自
主
的
な
労
働
災
害
防
止
活
動

に
よ
り
、
そ
の
発
生
件
数
は
長

期
的
に
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す

が
、
十
月
の
速
報
値
で
は
、
建

設
業
に
お
け
る
死
亡
者
数
は
百

五
十
二
人
で
前
年
よ
り
四
十
人

減
、
休
業
四
日
以
上
の
死
傷
者

数
は
九
千
五
百
四
十
三
人
で
、

前
年
よ
り
十
七
人
増
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。
ま
た
、
建
設
業
の

労
働
災
害
で
最
も
多
い
墜
落
・

転
落
災
害
の
死
亡
者
数
は
五
十

六
人
と
前
年
よ
り
十
九
人
減
と

な
っ
て
お
る
も
の
の
、
依
然
と

し
て
死
亡
災
害
の
約
三
十
七
％

を
占
め
て
い
ま
す
。

建
設
業

で
は
、
全
国
各
地
で
発
生
し
て

い
る
台
風
や
豪
雨
な
ど
の
自
然

災
害
か
ら
の
復
旧
・
復
興
工
事

や
、
国
土
強
靭
化
を
実
現
す
る

た
め
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
等
の
工

事
を
進
め
て
い
ま
す
。
こ
れ
か

ら
迎
え
る
年
末
年
始
は
二
０
二

四
年
四
月
か
ら
実
施
さ
れ
る
時

間
外
労
働
の
上
限
規
制
へ
の
対

応
を
含
め
た
働
き
方
改
革
の
推

進
、
慢
性
的
な
技
能
労
働
者
不

足
な
ど
の
影
響
も
あ
り
、
労
働

災
害
の
発
生
リ
ス
ク
の
高
ま
り

が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、

今
一
度
、
自
社
の
労
働
災
害
防

止
活
動
の
取
り
組
み
の
再
確
認

を
お
願
い
す
る
と
と
も
に
、
そ

の
一
環
と
し
て
、
本
年
策
定
し

た
第
九
次
建
設
業
労
働
災
害
防

止
計
画
の
重
点
事
項
を
踏
ま
え
、

現
場
で
の
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン

ト
の
確
実
な
実
施
と
そ
の
結
果

に
基
づ
く
リ
ス
ク
低
減
措
置
の

実
施
、
「
建
設
業
労
働
安
全
衛

生
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
」

の
積
極
的
な
取
り
組
み
と
と
も

に
、
建
災
防
方
式
「
健
康
Ｋ
Ｙ

と
無
記
名
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
」

の
実
施
及
び
建
災
防
方
式
「
新

ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
報
告
」
を
活
用

し
た
労
働
災
害
防
止
対
策
の
推

進
な
ど
に
つ
い
て
も
併
せ
て
取

り
組
み
を
進
め
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

関
係
者
が
一
丸
と
な
っ

て
本
実
施
要
領
に
示
さ

れ
た
事
項
に
取
り
組
ん

で
「
無
事
故
の
歳
末

明
る
い
正
月
」
の
ス
ロ
ー

ガ
ン
の
下
、
無
事
故
・

無
災
害
で
新
し
い
年
を

迎
え
ら
れ
ま
す
よ
う
今

一
度
気
を
引
き
締
め
ま

し
ょ
う
。

実
際
に
実
施
す
る
事
項

を
ま
と
め
て
チ
ェ
ッ
ク
出

来
る
「
建
設
現
場
に
お
け
る
主
要
災

害
防
止
の
具
体
的
対
策
チ
ェ
ッ
ク
表
」

等
を
活
用
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ

う
か
。

別
紙
で
ご
用
意
し
ま
す
が
、
こ
こ
で

ど
の
よ
う
な
事
が
書
か
れ
て
い
る
の

か
チ
ェ
ッ
ク
項
目
の
み
ご
紹
介
し
ま

す
。

◎
経
営
ト
ッ
プ
等
に
よ
る
現
場
点
検

の
実
施

◎
墜
落
・
転
落
災
害
の
防
止

◎
建
設
機
械
・
ク
レ
ー
ン
等
災
害
の

防
止

◎
倒
壊
・
崩
壊
災
害
の
防
止

◎
交
通
労
働
災
害
の
防
止

◎
火
災
・
爆
発
等
災
害
の
防
止

◎
転
倒
災
害
の
防
止

◎
不
安
膳
行
動
に
よ
る
災
害
の
防
止

◎
公
衆
災
害
の
防
止

◎
積
雪
・
雪
崩
災
害
の
防
止

◎
職
業
性
疾
病
の
防
止

◎
化
学
物
質
に
関
す
る
健
康
障
害
の

防
止

◎
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
の
推
進

◎
健
康
確
保
対
策
の
推
進

◎
作
業
所
閉
所
中
の
対
策

各
項
目
毎
に
⑴
～
⑸
の
チ
ェ
ッ

ク
項
目
が
あ
り
ま
す
。
漏
れ
が
無
い

よ
う
確
認
す
る
表
と
し
て
は
非
常
に

良
い
と
思
わ
れ
ま
す
。

本
年
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
で
あ
る
「
無

事
故
の
歳
末

明
る
い
正
月
」

を
実
現
し
ま
し
ょ
う
。

で
は
実
際
に
ど
れ
ほ
ど
の
労
働
災

害
が
発
生
し
て
い
る
の
か
グ
ラ
フ
で

記
載
し
ま
す
。

死
亡
災
害
発
生
は
全
体
の
三
十
％
、

死
傷
災
害
は
十
％
強
こ
の
よ
う
な
災

害
を
起
こ
さ
な
い
為
に
何
が
出
来
る

の
か
、
何
を
す
る
べ
き
な
の
か
今
一

度
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。
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令
和
五
年
十
二
月
一
日
か
ら
令
和
六
年
一
月
十
五
日

無
事
故
の
歳
末

明
る
い
正
月

年
末
年
始
は
あ
わ
た
だ
し
い
中
で
の
大
掃
除
や
機
械
設
備
の
保
守
点
検
・
再
稼
働
の
作
業
が
多
く
な
る
ほ
か
、

物
流
等
の
増
加
に
伴
う
交
通
・
荷
役
作
業
時
の
災
害
、
積
雪
や
凍
結
に
よ
る
転
倒
等
の
危
険
が
増
す
。
各
事
業

場
に
お
い
て
は
、
非
定
常
作
業
に
お
け
る
安
全
確
認
の
徹
底
、
作
業
前
点
検
の
実
施
、
作
業
手
順
や
交
通
ル
ー

ル
の
厳
守
、
安
全
衛
生
保
護
具
の
点
検
の
実
施
、
感
染
症
予
防
を
含
め
た
労
働
者
の
健
康
状
態
の
確
認
な
ど
に

全
員
で
取
り
組
む
こ
と
が
一
層
重
要
と
な
る
。

日付
2023年 1２月 1日

発行所
本社
北九州市八幡西区
本城一丁目12-27
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093-693-2017
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093-693-2016

カスタマーハラスメント(顧客等からの悪質な迷惑行為)対策
近年増加傾向にあるカスタマーハラスメントから従業員を守るために、
想定される事案に応じて社内ルールを作成しておくなど、事前に対策を講
じる必要があるため、福岡県では、県内企業を対象として「対策導入セミ
ナー」の開催や動画の配信を行っています。
カスタマーハラスメントの被害状況
労働者はパワハラに次いで、顧客等からの著しい迷惑行為を受けた割合が高い。
厚生労働省が行った調査では、全国の企業・団体に勤務する労働者のうち、過

去3年間に勤務先で顧客等からの著しい迷惑行為を一度以上経験した者の割合が1
5％で、回答割合が高いという結果が出ている。受けた行為の内容としては「長時
間の拘束や同じ内容を繰り返すクレーム(過度なもの)」52％「名誉棄損・ひどい
暴言」47％と続いています。
カスタマーハラスメントとは
顧客等からのクレーム・言動のうち、当該クレーム・言動の要求内容が不

相当なものであって、手段・態様により、労働者の就業環境が害されること

≪顧客要求の内容が妥当性を欠く場合の例≫
●企業の提供する商品・サービスに瑕疵(カシ)・過失が認められない場合
●要求の内容が、企業の提供する商品・サービスの内容とは関係がない場合
要求を実現するための手段・態度が不相当な言動の例

●身体的(暴行、傷害)・精神的(脅迫、中傷、名誉棄損、侮辱、暴言)な攻撃
●継続的(繰り返し)、執拗(しつこい)な言動
●拘束的(不退去、居座り、監禁)な行動
●性的な言動
●商品交換・金銭補償の要求

カスタマーハラスメントの判断基準
①顧客の要求内容に妥当性はあるか
②要求を実現するための手段・態様が社会通念に照らして相当か
また、カスタマーハラスメントとして取り扱うかどうかに関わらず、顧客等
からの行為で従業員の就業環境が不快
なものとなり、就業に支障が生じるようであれば、企業として従業員からの
相談に応じる、複数名で対応する等の措置が必要となる。

一人で抱え込むのでは無く、会社として対応が必要となります。
報告・連絡・相談はこまめに行いましょう。



北
九
州
市
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

◆
ト
ピ
ッ
ク
ス
◆

①
令
和
四
年
北
九
州
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都
市
ア
ワ
ー

ド
受
賞
「
キ
ッ
ズ
キ
ッ
ズ
保
育
園
」
で
北
九
州
み
ら

い
キ
ッ
ズ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
出
張
こ
ど
も
大
工
を
開
催
。

廃
棄
さ
れ
て
い
た
住
宅
の
建
築
端
材
を
、
シ
ニ
ア
大

工
や
障
が
い
の
あ
る
方
が
木
工
キ
ッ
ト
に
ア
ッ
プ
サ
イ

ク
ル
し
、
こ
ど
も
た
ち
に
大
工
体
験
を
提
供
し
て
い
る

取
組
で
す
。
幼
稚
園
・
保
育
園
や
地
域
イ
ベ
ン
ト
を
中

心
に
累
計
千
二
百
名
超
の
こ
ど
も
た
ち
が
参
加
し
て
い

ま
す
。
大
工
さ
ん
に
初
め
て
使
う
工
具
の
コ
ツ
を
教
え

て
も
ら
い
な
が
ら
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
木
製
椅
子
や
フ
ォ

ト
フ
レ
ー
ム
を
制
作
す
る
こ
と
で
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
学
び

に
繋
げ
て
い
ま
す
。

②
こ
ど
も
た
ち
の
お
仕
事
体
験
イ
ベ
ン
ト
「
キ
ッ

ズ
エ
キ
ス
ポ
」
小
倉
城
・
小
倉
城
庭
園
に
て
開
催
。

小
学
生
・
中
学
生
を
対
象
に
、
お
し
ご
と
体
験
を
Ｐ

Ｂ
Ｌ(
問
題
解
決
学
習)

や
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
へ
の
取
組
な
ど
の

要
素
も
取
り
入
れ
実
施
。
様
々
な
お
し
ご
と
体
験
で
、

そ
の
文
化
や
考
え
方
を
体
で
感
じ
、
文
化
の
多
様
性
を

知
り
、
将
来
へ
の
可
能
性
を
広
げ
、
未
来
へ
の
夢
を
描

け
る
よ
う
な
カ
ル
チ
ャ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
の
機
械
を
創
出

し
ま
す
。

③
地
域
清
掃
活
動
団
体
と
魚
町
商
店
街
復
興
組
合

に
よ
る
、
街
中
の
清
掃
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
。

魚
町
商
店
街
内
を
ゴ
ミ
拾
い
し
た
後
に
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

ス
テ
ー
ッ
シ
ョ
ン
で
コ
ー
ヒ
ー
を
吞み
な
が
ら
ゆ
っ
た
り

と
お
話
し
で
き
る
会
で
す
。
小
倉
界
隈
の
連
携
し
た
施

設
の
割
引
特
典
な
ど
も
受
け
取
れ
ま
す
。

④
北
九
州
市
全
体
で
「
こ
ど
も
ま
ん
な
か
社
会
」

を
目
指
す
為
、
産
学
官
・
地
域
・
若
者
と
共
同
で
、

全
国
初
と
な
る
「
こ
ど
も
ま
ん
な
か
Ｃ
ｉ
ｔ
ｙ
宣
言
」

を
北
九
州
市
と
し
て
行
い
ま
し
た
。

こ
ど
も
や
子
育
て
中
の
方
々
を
応
援
す
る
具
体
的
な

ア
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
、
ま
ち
な
か
に
子
ど
も
が
憩
え
る

場
所
づ
く
り
す
る
「
こ
ど
も
ま
ち
な
か
ス
ペ
ー
ス
」
や
、

子
ど
も
や
子
ど
も
連
れ
の
方
に
優
し
い
取
組
を
し
て
い

る
こ
と
を
伝
え
る
「
こ
ど
も
ま
ん
な
か
ス
テ
ッ
カ
ー
」

と
い
っ
た
取
組
を
推
進
し
ま
す
。
例
え
ば
、
「
子
ど
も

連
れ
の
方
が
利
用
し
や
す
い
飲
食
店
」
や
「
小
さ
な
子

ど
も
連
れ
の
方
へ
の
優
先
駐
車
ス
ペ
ー
ス
」
な
ど
の
取

組
を
し
て
い
る
店
舗
、
場
所
な
ど
に
ス
テ
ッ
カ
ー
を
表

示
す
る
な
ど
。
ま
た
、
産
業
界
の
ア
ク
シ
ョ
ン
と
し
て

「
こ
ど
も
ま
ん
な
か
ワ
ー
ク
ス
タ
イ
ル
」
「
こ
ど
も
の

車
内
放
置
防
止
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
推
進
す
る
こ
と
等
。

「
持
続
可
能
な
開
発
目
標(

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ)

」
は
子
ど
も
の

権
利
と
も
関
連
が
あ
り
、
こ
の
目
標
を
達
成
す
る
こ
と

は
、
子
ど
も
に
関
連
す
る
様
々
な
課
題
を
解
決
す
る
事

に
も
繋
が
り
ま
す
。

⑤
北
九
州
魅
力
探
究
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
ア
オ
ハ
ル
し

放
題
」

北
九
州
・
産
官
学
金
連
携
で
共
創
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
を
構
築
し
、
高
校
生
・
大
学
生
な
ど
を
対
象
に
ふ
る

さ
と
・
北
九
州
市
の
地
域
課
題
の
課
題
の
解
決
を
テ
ー

マ
と
し
、
交
通
を
含
む
地
域
課
題
の
解
決
を
図
る
た
め

に
、
社
会
人
と
の
交
流
を
通
じ
た
キ
ャ
リ
ア
教
育
に
取

り
組
む
事
で
、
将
来
、
地
域
の
「
交
通
分
野
」
「
ま
ち

づ
く
り
」
「
地
域
づ
く
り
」
な
ど
地
域
経
営
を
担
う
人

材
へ
成
長
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
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きらめく歴史 きらめく文化堀川再生大作戦

↓

令
和
五
年
十
月
一
日(

日)

第
二
十
二
回
堀
川
い
っ
せ
い
清
掃
に
参
加
風
景

福
岡
県
で
は
、
県
内
の
豊
か
な
食
材
を
み
ん
な

で
美
味
し
く
食
べ
、
食
と
食
を
支
え
る
農
林
水
産

業
へ
の
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
、
「
い
た

だ
き
ま
す
！
福
岡
の
美
味
し
い
幸
せ
」
の
ス
ロ
ー

ガ
ン
の
も
と
、
「
食
育
・
地
産
地
消
県
民
運
動
」

を
展
開
し
て
い
ま
す
。

プ
ロ
の
料
理
人
、
野
菜
ソ
ム
リ
エ
や
栄
養
士
の

肩
を
講
師
に
迎
え
、
食
育
・
地
産
地
消
講
座
【
全

四
回
】
実
施
さ
れ
ま
す
。

第
二
弾
は
、
県
産
小
麦
麺
を
使
っ
た
も
ち
も
ち

パ
ス
タ
～
き
の
こ
と
鶏
の
ト
マ
ト
ソ
ー
ス
～
で
す
。

今
回
の
講
師
は
二
千
二
十
年
世
界
料
理
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
ブ
ロ
ン
ズ
メ
ダ
リ
ス
ト
の
シ
ェ
フ
”
舟
木

慧

氏
で
す
。
福
岡
県
産
食
材
を
使
っ
た
お
い
し
い
料

理
の
作
り
方
を
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
ょ
う
。

令
和
五
年
十
二
月
三
日
（
日
）
福
岡
市
健
康
づ
く

り
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
調
理
実
習
室
十
時
三
十
分

～「
ふ
く
お
か
地
産
地
消
行
け
ば
い
く
ほ
ど
！
＆
来

れ
ば
来
る
ほ
ど
！
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
も
継
続
中
。

発
見
！
福
岡
の
お
い
し
い
幸
せ
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ドローン国家資格合格✨

高橋さんが見事合格しました！
流石✨ ですね～

吉栁さん1級、三好くん2級を受講して
います

結果が楽しみです♪

セイワインフォ

地域貢献活動

制服が変わりました！！

１１月１日から、新しい制服になりましたね。そろそ

ろ馴染んで来た頃かなと思います。

夏用や防寒着も配布されましたので、確認してくだ

さい。

編集部より

12月だというのに、今年はかなり暖か
いですね。とはいえ、気温差が激しく

体調管理が難しいかと思います。年末

最終日、最後の瞬間まで気を引き締め、

楽しいお正月を迎えたいものです。

子どもの居場所づくり応援基金

第３回目となる寄付をしました。

北九州市では、平成28年度から2年間公設

民営による子ども食堂のモデル事業を実施

し、そのノウハウを民間に広げることで民

間主体の活動として子ども食堂を広げ、直

近では約50ヶ所にまで増加しています。

また、子ども食堂ネットワーク北九州によ

る、情報提供、各種研修、相談対応を実施

するなどバックアップする体制を構築して

います。あわせて、民間主体の子ども食堂

を更に広げるため、子ども食堂の新規開設

や運営を行っている団体に対し、その運営

費の補助を行っています。

子ども食堂とは・・・絆キッチン

地域の大人が子どもに無料または低額で

食事を提供する取り組み。2012年に東京都

大田区で始まったとされ、その後、全国各

地で運営に取り組むようになりました。

現在では、貧困家庭の子どもへの支援に

限らず、地域の交流の場としての役割を担っ

ていることも多く、地域活動の一環として

多くの地域の方々が参画しながら実施して

います。北九州市の子ども食堂では、孤食

の防止と地域の子どもと大人がコミュニケー

ションを図りながら安心して過ごすことの

できる子供の居場所として実施しています。

今号の注目の人

S．ｔａｋａｈａｓｈｉ
好きな食べ物は？ ・・・ レバ刺し

好きなテレビ番組は？ ・・・ テレビは見ませんがNetflixで色々と…
趣味はありますか？ ・・・ ゴルフ

目標は？ ・・・ 100きりたいですね

仕事で一番大切にしている事は？ ・・ 責任感を持って取り組む事！！

セイワに入って良かったなと思う事は？ ・・ 多種の職種に携われる事が

良いですね♪

足場組立作業主任者5年以
上の方講習受講を忘れずに・・・

令和5年10月1日に法改正により講習を受講す

ることとなっています。7名(柴山・高橋・高田・

小田・久冨・吉栁・浅井さん)は、メールがきて

いると思いますので、そこから受講して下さい。

不明な点がありましたら、連絡ください

＼(◎o◎)／！


